
　（別紙４-２） 事業所：　満快のふる郷さくら発寒

作成日：　平成２２年１０月１９日

市町村受理日：平成２２年１０月２１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
23
・
26

１人ひとりの思いや暮らし方の希望・意向を
把握したケアが提供できていない。

個別性の重視と利用者主体の介護計画の立
案と実践。

①担当者の役割を明確にする。
②外出等の個別のお楽しみ計画表を作成す
る。
③担当者によるアセスメント表の作成と仮介
護計画立案

８か月

2
4
・
10

運営に関して入居者様やご家族，地域からの
意見や要望があまり反映されていない。

ご家族，地域との信頼関係の構築と維持。 ①家族懇親会の開催
②町内会活動への参加拡大
③運営推進会議構成メンバーの参加拡大と議
事録の全家族送付

８か月

重度化した場合の具体的な対応が本人やご家 重度化した場合のホームとしての具体的な ①法人内で指針書の検討

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

3 12

重度化した場合の具体的な対応が本人やご家
族にとってわかりずらい。

重度化した場合のホームとしての具体的な
対応を文書として提示し説明する。

①法人内で指針書の検討
②ホームごとの対応の見直しと文書化の検討
及び作業 ６か月

4 13

防災訓練の繰り返しと近隣との連携の実践が
足りない。

年に２回の避難訓練には地域との連携を実
施し確認しあう。

①入居者全員参加の避難訓練の実施（年２
回）し、その際に近隣ＧＨや地域の方にも参
加していただく。
②職員は全体会議で机上訓練を実施する。
（年２回）

６か月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。
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